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この印刷物は石油系インキではな
く、地球に優しい植物油を使用し
たインキで印刷されています。

皆さんの
大好きな風景を
気軽に応募くだ
さい！

【File No.　　 ヒトツバタゴ自生地 ひとつばたごじせいち】

　東濃地方では、田植えが始まると、遠くから見ると雪を被っ
たように美しい木があちこちに見られるようになる。これが
ヒトツバタゴ。モクセイ科の落葉高木で、日本では対

つ し ま

馬と愛
知県、県内の木曽川周辺の限られた地域にしか自生していな
い珍しい木で、ナンジャモンジャなどと呼ばれて親しまれて
いる。

標高が高いため花の見ごろは 6月中旬

　中でも、笠置山中腹、標高約７３７㍍の登山道沿いにある
ヒトツバタゴの巨木は、日本一標高の高い所にあり、１９２３

（大正１２）年、本州で最初に国の天然記念物に指定された。
市内には、天然記念物に指定された他にも多くのヒトツバタ
ゴが見られるが、日本では、環境省が絶滅危惧Ⅱ類に指定し
ている希少種。ハナノキやシデコブシなどとともに、地域固
有の植物として大切にしていきたいものである。

ヒトツバタゴの発見や保護には、地元の二人の先人が関わっている。一人は笠置山の自生
地を発見したとされる山岡町の後藤定治郎、もう一人は、当時の「史

し

蹟
せき

名勝天然紀
き

念
ねんぶつ

物保
存法」の公布に尽力した岩村町出身の三好学。この地域の自然保護の歴史は深い。

毛呂窪に住んでいて良かったと
思える場所の一つです。眺めが
いいのでドライブついでにどう
ぞ。毛呂窪から河合に抜ける道
で眺めることができます。
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□応募方法

伝えたい、守りたい、まちの宝物
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